
時代を代表する監督の1人として誰もが認めるマーティン・スコ
セッシ(Martin Scorsese)監督。『ギャング・オブ・ニューヨーク』
や『グッドフェローズ』といった硬派な作品で著名な彼は、俳優
から迫真の演技を引き出す能力、高い技術を駆使した果敢な
カメラワーク、そしてディテールに富んだ骨太なリアリズムを描
く手法で知られています。ビジュアルエフェクトに積極的な監督
ではありませんが、ストーリーテラーとして常に斬新で完璧なも
のを求めるスコセッシ監督は、自身のイメージを表現するため
に、新しいツール取り入れることに抵抗はありません。実在した
大富豪、ハワード・ヒューズ(Howard Hughes)を主人公にした
最新作『アビエイター』がその好例で、この映画では、VFXカッ
トが実に400以上に上ります。

Hollywood effects on the desktop
マーティン・スコセッシ監督の最新作『アビエイター』
300以上のカットでAdobe® After Effects®とPhotoshop®が活躍 
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控えめな予算で驚くべきビジュアルエフェクトを実現
この大変な労力を要する作業の取りまとめ役としてスコ
セッシ監督が白羽の矢を立てたのは、オスカーの受賞経
験もあるVisual Effects Supervisorのロブ・リガトー(Rob 
Legato)でした。リガトーはこれまでにも『タイタニック』、『
アポロ13』、『ハリー・ポッターと賢者の石』などに参加して
います。コストを抑えながらリアルなエフェクトを制作するた
めにリガトーが選んだのは、実物のように見せかけたミニチ
ュア模型を使うといった従来のテクニック(ハワード・ヒュー
ズ自身が映画『地獄の天使(Hell’s Angels)』の中で多用した
手法)と、コンピュータグラフィックスを併用するという方法で
した。しかし驚いたことに、『アビエイター』のビジュアルエフ
ェクトは、その大部分がリガトーとEffects Editorのアダム・ゲ
ステル(Adam Gerstel)、そして、フリーのビジュアルエフェク
トアーティストで構成されたチームがAdobe After Effectsや
Adobe Photoshopを使って制作したのです。

「これまでは、映画のビジュアルエフェクトといえば、Indus-
trial Light & MagicかSony Imageworks、Rhythm & 
Hues、あるいはDigital Domainといった大手のスタジオで
制作するのが当たり前でした」と、Visual Effects Produc-
erのロン・エームス(Ron Ames)は語ります。「映画そのもの
には莫大な製作費がかかっていますが、ビジュアルエフェクト
にはあまり予算が割かれていませんでした。にも関わらず、ハ
リウッドの他の作品以上の結果を求められたのです」

デスクトップでのビジュアルエフェクトを実践
ビジュアルエフェクトのうち、複雑なコンピュータ処理が
必要な70カットはImageworksと中堅の制作スタジオで
あるCafé FXが担当しましたが、それ以外の300以上のカ
ットはリガトー、ゲステル、そしてDNA、Pixel Playground、
Ockham’s Razor、Buzzなど、小規模なエフェクトプロダク
ションがMacintoshやWindowsベースのシステムで制作し
ました。

大部分のVFXカットを大手のプロダクションに頼らず制
作できたのは、リガトーの技術と創造力の証であると同時
に、PCベースのイメージングツール、コンポジットツールが、
パワーと柔軟性、使いやすさの点において、専用システムや
UNIXベースのシステムに引けをとらないことを実証してい
ます。

「何が革新的かって、それは一人だけですべての作業ができ
ることです」と、リガトーは語ります。「After Effectsが登場
する以前にもエフェクトツールはありましたが、大手のプロダ
クションが使うような専用ソフトウェアだったので、使い方を
習得するために多くの時間を割くことはできませんでした」

通常のワークフローでは、VFXチームは撮影され
たカットを受け取ってから仕事が始まりますが、
今回Visual Effects Supervisorを務めたロブ・
リガトーのVFXチームは撮影そのものから参加
しました

「After Effectsが登場する以
前にもエフェクトツールは
ありましたが、大手のプロ
ダクションが使うような専用
ソフトウェアだったので、使
い方を習得するために多くの
時間を割くことはできません
でした」

Rob Legato, 
visual effects supervisor, 
The Aviator
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デスクトップでの作業は、リガトー本人が制作プロセス
全体に関係しているので、どこをどうして欲しいとオペレ
ータに言葉で説明し、イメージ通りのシーンに仕上げてく
れるのをただ願うのではなく、自ら素材を処理して求め
るイメージを完成まで持っていくことができます。監督か
ら修正の指示があった場合も、プロセスを把握している
ので、すぐに変更を加えることができます。

さらに、デスクトップ環境で作業を行ったことで、リガト
ーのチームは、この映画の制作で欠くことのできない役
割を果たすことになった、とエームスは語ります。「通常
のワークフローでは、後からエフェクトで処理をする余
地を残すことを意識して、撮影を行うのが一般的なので、
VFXチームが撮影自体に参加するということはありませ
んでした」

しかし、この映画ではプリプロダクションの段階から、
Adobe After Effectsをプレビジュアライズ(エフェクトの
事前確認)ツールとして活用していたので、最終的な仕上
がりをスコセッシ監督と相談しつつ、通常よりも短時間
でアクションシーンや模型の撮影を撮り終えることがで
きたのです。リガトーは「After Effectsはまるで動く絵コ
ンテだ」と評しています。

例えば、ハワード・ヒューズを演じるレオナルド・ディカ
プリオが、複葉機のコクピットから空中戦の指揮をとる
場面では、その空中アクションを『地獄の天使』の場面
に出てくる戦闘シーンとマッチさせる整合性が必要に
なりました。そこでリガトーとDigital Artistのオリバー・
ホッツ(Oliver Hotz)は、デジタルビデオカメラとAfter 
Effects、Alias Mayaでプレビジュアライズし、どう撮影
を進めればいいかを予めスタッフの間で共有することに
しました。

Photoshopを使用したカラータイミング
『アビエイター』でのビジュアルエフェクトは華々しい空
中スタントに目を奪われがちですが、実際には日常のシ
ーンで数多く使用されています。例えば、スコセッシ監督
は、舞台となる時代に製作された映画の色彩を『アビ
エイター』で再現することを求めました。そのため、時代
設定が1927年から1937年のシーンではTechnicolor社
の2色分解法(two-color dye transfer)で、1937年か
ら1947年のシーンでは3色分解法(three-color dye 
transfer)によって、フィルムをエミュレートしています。

ロブ・リガトーは当時のTechnicolor社の色彩表現をデ
ジタルで再現するために、Technicolor社で最も古株のカ
ラータイミングの専門家に相談しました。そして、まず白
黒のスチルをスキャンし、Adobe Photoshopのデジタル
処理でシアン、マゼンダ、イエローのフィルタを重ね合わ
せていくことで、色彩を「プレビジュアライズ」することに
成功しました。「ソフトウェアには、その製品の開発者で
すら思いつかない使われ方があります」と、リガトーは明
かしてくれました。

リガトーとエームスは、Adobe After Effectsをプレビジュア
ライズ(エフェクトの事前確認)ツールとしても活用していま
す。最終的なシーケンスがどうなるかをスコセッシ監督が現
場で確認できるので、コストがかかってしまうカットを効率的
に撮影することができたのです.
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スコセッシ監督が『アビエイター』の撮影に入った時点で
は、彼自身はビジュアルエフェクトの使用経験が豊富だっ
たわけではないようですが、After EffectsやPhotoshopの
プレビジュアライズを見せられているうちに使いどころが
分かっていったようです。「ほんの少ししか経っていないの
に、監督はここのドレスの色を変えてほしいとか、そこの影
を消して欲しいとか、私たちにいろいろリクエストするよう
になっていましたよ」とリガトーは笑います。

After Effectsは、デジタルエフェクトの世界では世界中に
広く普及しています。そのため、各プロダクションの制作部
門と外部の委託業者との間で、コミュニケーションすると
きの「パイプライン」とも言うべき、一種の共通フォーマッ
トとなっているといえます。

リガトーは、「誰でもそれぞれ好んで使っているツールとい
うのはありますが、After Effectsが便利なのは誰もが持っ
ている業界標準ツールだという点です」と話しています。

映画制作の未来
PCベースのシステムで制作を進めるメリットは他にもあ
ります。「ホテルの部屋にいてふと思いついたシーンでも、
ノートブックでサッと創ることができます。そのままノート
ブックを試写室へ持って行ってプロジェクターにつなげれ
ば、マーティ(マーティン・スコセッシ監督)にすぐに見ても
らえます」と、その時の様子を振り返るリガトー。思いつ
いたらすぐに行動に移せる、これもPCで制作をする利点
といえるでしょう。

エームスは「われわれが『アビエイター』で実践して見せ
たように、これからのビジュアルエフェクト制作は、廉価
なPCと一般的なアプリケーションソフトウェアで組まれ
たシステムに移行していくことになるでしょう」と確信を
込めて語っています。「いずれは、カメラに装着する特
殊レンズやフィルタのような道具と同じ扱いになるでし
ょうね」

The Aviator -アビエイター

http://www.aviator-movie.jp/

作品

 マーティン・スコセッシ監督がレオ
ナルド・ディカプリオを主演に迎
え、富豪ハワード・ヒューズの半生
を描く伝記映画。第62回ゴールデ
ン・グローブ賞作品賞を受賞。第
77回アカデミー賞では、編集賞や
撮影賞をはじめ5部門を受賞。キ
ャサリン・ヘップバーンを演じたケ
イト・ブランシェットは助演女優賞
に輝いた。

使用製品

• Adobe After Effects 
Professional

• Adobe Photoshop CS

「われわれが『アビエイター』で
実践して見せたように、これか
らのビジュアルエフェクト制作
は、廉価なPCと一般的なアプリ
ケーションソフトウェアで組ま
れたシステムに移行していくこ
とになるでしょう。いずれは、
カメラに装着する特殊レンズや
フィルタのような道具と同じ扱
いになるでしょうね」

Rob Legato, 
visual effects supervisor, 
The Aviator
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ロブ・リガトーは、当時のTechnicolor社の色彩を再現するた
めに、白黒のスチルをスキャンし、Adobe Photoshopでシア
ン、マゼンダ、イエローのフィルタを重ねていきながら、色彩を
「プレビジュアライズ」しました。


